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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 

 

 

 

 各委員からは事前に意見も寄せられ、それ

ぞれの立場から自由な討論が行われた。 

 委員構成は単位同窓会（高校・短大・大学

からそれぞれ２名）から６名、地区同窓会か

ら５名、事務局１名。  

 来年度は同窓会５０周年の節目の年でもあ

り、将来に向けてステップアップするための

議論が行われることが期待されます。 

  また、「同窓会だより」発行のため、編

集委員会を設置して編集作業を行うため編集

委員を選出して編集をお願いした。 
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２０２1年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７１７名 

 大   学 計   ３３，０５８名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，１２７名 

 合 計 計   ６５，３８９名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

       ＊９１，５１７名 

   総合計  

    １５７，２０９名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

酪農学園同窓会からのお知らせ 

 同窓会では、今 
 同窓会では、2022年度理事会・代議員会

において、通常議題の事業報告・事業計

画、役員改選等の他に、積み残し課題で

あった同窓会の統合問題や会則改訂、実施

規則制定について、「組織財務検討委員

会」（委員１２名）を設置し、検討を開始

した。 

 去る１０月７日（金）午後４時から第一

回会合を開き、古川豊記氏（短期大学部同

窓会会長）を議長に選出して課題について

の活発な議論が交わされた。 

 会則の目的の議論や具体的な会則の逐条

解釈等も行いながら３時間半を超える議論

の末、会則改定原案、実施規則原案の骨子

を取りまとめた。 

 第二回は１１月１０日（木）午後４時か

ら同窓会の統合問題を集中的に協議が行わ

れる予定となっている。 

 なお、検討委員会の答申案は、次年度の

理事会・代議員会総会において、議題とし

て審議される予定です。 



同窓会開催報告            

第６巻 第１２号（通号７３号） 

第11回酪小獣麦の会総会・講演会開催報告 
  

 

 昨今コロナウイルス感染症第7波が猛威を振るう中、第11

回酪小獣麦の会総会講演会が2022年8月5日（金）20:00よ

りZoomを利用したWeb形式によって開催されました。参加者

33名、委任状27名でした。 

まず、立花徹麦の会会長によるあいさつを頂き、続いて講演会

に移りました。 

 講演会座長には、中出哲也名誉教授に担当していただき講師

の井尻篤木先生の紹介を頂きました。 

井尻先生は滋賀県草津市でアツキ動物医療センター、大阪市で

二次診療専門の日本動物脳神経脊椎センターを運営しており脳

腫瘍摘出手術や脊椎外科手術を数多く手掛けておられます。 

 講演は、「獣医脳神経外科の実際」というテーマで約70分

間手術の動画などを含めて内容の濃い講演をしていただきまし

た。70分では全く時間が足りず後日日程を調整して再び講演

していただく予定です。 

 講演終了後、EAEVE一次診療担当の三好健二郎先生に今後

の計画を説明していただきました。今年度は35名の学生を10

月中旬頃より協力病院に実習派遣する予定とのことでした。 

続いて総会に入りました。司会進行、Zoomホストは松尾直樹

事務局長が担当し、昨年同様議長は立花会長にお願いいたしま

した。 

 議案は①2021年度事業報告および決算報告が行われ、星野

佐登志監事より監査報告がありました。会費納入と前受金処理

について多くの会員から意見を頂きました。続いて②2021年

度剰余金処分案③2022年度事業計画・予算案④2022年度会

費の金額並びに徴収方法⑤役員改選について審議が行われまし

た。 

 役員改選については、会に参加しない役員は交代するべきと

の強い意見が出されました。後日三役にて対応を協議すること

になりました。 

 閉会挨拶は、近藤厚

副会長に行っていただ

き無事総会が終了いた

しました。（事務局：

松尾直樹）   
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 創世寮ＯB会(昭和４３年入学)開催報告 
 

 9月11日（日）に昭和43年（1968）入学組で、創世寮にお

いて同じ釜の飯を食べた7名の仲間が集まり、卒業後50年を経

たOB会を開催致しました。 

 3年程前より実施しようと考えていましたが、コロナ禍の為に

延期しざるを得ませんでした。今回は参加予定者を中心に、創

世寮での思い出、卒業後の人生などについて夫々に綴って貰っ

て文集を作成し、事前に送付していたからか？会った瞬間から

会話が弾み和やかなOB会となりました。   

 安宅一夫名誉教授と当時の栄養室の今井紘子さん（旧姓安

達）にも参加戴きました。 

 参加者；安宅一夫名誉教授、今井賢太郎・紘子ご夫妻、有末

信夫さん、藤井敏夫さん、村田耕一郎さん、半田司さん、中沢

友佑さん、荒田孝司の9名でした。 

 次回は関西方面での開催を約束？して散会となりました。浦

川利幸事務局長にはご配慮を戴いたり、学内を案内して戴いた

り大変お世話になりました。 

お礼申し上げます（文責 荒田孝司）。  

 



同窓会開催報告           
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同窓会通信－野幌だより－ 

 最後に、次期開催地である東北の横山亮一君から「また皆

様と会えるのを楽しみに」との言葉で閉会し、肩を組まない

状態で、恒例の加藤先生の音頭で「酪農賛歌」を斉唱して解

散となりました。（その後、ほとんどの参加者が２次会へ、

最後は有志だけの３次会と続きました。） 

 開会あいさつの中で、次回から２～３年毎に同期会を開催

すること、担当幹事に迷惑をかけないようメールで開催通

知、参加者集約を行うこととし、次回は東北（多分、日本三

景の松島）で開催する旨を決めたところです。 

 次の５０周年も北海道（学校周辺地）で行う予定ですの

で、今回参加された皆様におかれましては、身体に留意さ

れ、元気な姿でまたお会いできればと思っています（文責 

代表幹事 横山敦志）。  

 

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSsSSSSS 
  

中出哲也先生定年退職記念講演 

      第22回白樺会セミナー開催報告 

 ９月２３日（金）午後１時から４時まで、帝国ホテル３階

舞の間を会場にして、4年ぶりに第２２回白樺会セミナーが

１８名の参加者で開催されました。 

本学からご来賓として谷山弘之理事長、ご講演の講師として

中出哲也名誉教授、華園究講師をお招きしました。 

 午後１時から谷山理事長から、メッセージとして、酪農学

園大学の話を中心に、私立大学の現状と今後の在り方等、貴

重なお話をして頂きました。 

 講義①では、中出哲也酪農学園大学名誉教授から約１時

間、定年退職記念講演「41年の大学教員生活に感謝して」と

題して大学教員生活を振り返えりながら、研究活動のお話し

をして頂きました。その中で、海外留学の必要性を強調され

ていたのが印象的でした。 

 講義②では華園究講師（伴侶動物医療学獣医放射線生物学

ユニット）から約１時間、「注意すべき犬猫のＸ線画像にお

けるピットフォール」と題して、主に胸部Ｘ線読影の基礎か

ら発展に至る、教科書では知りえないことまでご講演して頂

きました。 

 その後、4時から2時間、帝国ホテル扇の間にて、懇親会が

盛大に行われました。短い時間でしたが、大変有意義な一日

でありました(文責 大橋 透）。  

 獣医学科第１４期生卒業４０周年記念同期会報告 

 令和４年９月２４日（土）１８時から京王プラザホテル札幌

（札幌市中央区北５条西７丁目）プラザホールで第１４期生の

卒業４０周年記念同期会が開催され、恩師４名を含む総勢５８

名（名簿漏れがいました。大津山君ごめんなさい。）の参加を

いただきました。 

 これまで、３０周年記念は２０１０年に口蹄疫、２０１１年

には東日本大震災があり、３５周年の大阪ユニバーサルでは当

日、台風１９号が大阪を直撃、３７周年の熊本では地震により

熊本城が損壊するなど、開催の度に大きな災害に見舞われてい

ます。今回も、昨年にこの会の開催を予定、準備していました

が、２０２０年から新型コロナウイルス感染症が全国でまん

延、２１年４月から緊急事態宣言発令で移動が制限され、それ

に加え幹事も感染するという事態となり、やむなく開催を断念

したところです。 

 改めて、今年の初めに仕切り直し、４回目のワクチン接種と

移動制限の解除により、ようやっと開催の運びとなりました。 

 台風の影響で前日の（加藤先生のお店で行った）前夜祭には

降っていた雨が、当日の午後からはすっかり止んで、秋晴れの

なか、傘がいらいない集合となりました。ホテルにはマスク越

しですが懐かしい、あるいはすっかり変わった顔や体型の同期

が続々集り、密にならないよう集合写真の撮影後、定刻より早

めに同期会を開始しました。 

 会の次第には２時間では収まりきらないようなメニューが並

び、開催あいさつの後、逝去された恩師を含む同期生の黙とう

（出村さん読み上げご苦労さま。）を、種池先生から「今後は

楽しいことをしながら長生きしよう」との開催の御挨拶をいた

だき、前回の熊本開催の幹事である森本龍之介君の発声で、酪

大生（らくだいなま）ビールで乾杯。 

 歓談後に、横山亮一君の三愛賞受賞報告、加藤敏英、菅野美

樹夫両元教授の退職紹介と記念品贈呈（小池さん、平山さん贈

呈ありがとう。）、入学者の数など大学近況報告を中出先生に

お話しいただき、加藤先生（前日からお付き合いいただき感謝

します。）、菊地先生（ゆっくり話したかったのですが、すみ

ません。）から近況について一言いただき、その後、ブロック

毎に参加者全員によるコメントをもらいました。 

 案の定、閉会予定の時間が過ぎて、ホテルから催促されて、

東北や北海道の方々には時間がとれなく申し訳ありませんでし

た。  



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

 獣医学科第６期卒業生５０周年同期会報告 

 第6期卒業生50周年同期会は同期生16名とご同伴者2名

を迎えて3年ぶりに、懸念されていた大型台風の襲来も無く

天候にもめぐまれ、中には歳月加齢を待たず卒後50年ぶり

の方をも交えて10月4日～5日に高知市内（三翠園）で開催

することができました。 

 しかし直ぐにタイムスリップ！ 更には同期会参加のみな

らず個人的に前後泊の旅行を加味し四国地の探訪を試みた方

もいる様です。 

 その昔、夢と希望に胸を膨らませカスベの地「野幌」に

立った紅顔の美少年達は20才前後。地元親元を離れ4年間

の勉学に勤しみ初心貫徹でしたが今は70才を越えた高齢

者。昨今頭髪は色々。仕事に勤しんでいる方、重篤な持病を

持っておられる方等いろいろな方のご参加をいただきまし

た。 

 会合はまず既に鬼籍に入った同期生11名に黙祷を捧げ、

南繁同窓会長の学園の現況状況で始まり今後の学園の取り組

み方、クラウドファンディング、競争馬への動物虐待等へと

話は弾け、別部屋にて二次会を開催するに亡き先生方の思い

出話等に花が咲き、またいろいろな話題でヒートアップして

いきました。 

 翌日も晴。大きなアクシデントやトラブル等もなく散会の

時刻となり各自三々五々それぞれ帰路や旅につきました。利

用する交通機関接続状況によっては近県よりも遠くの方が早

く帰着した方もいるようです。（18：00～21：00） 

 次回2年後は、東京は隅田川の川遊びだそうです。関東地

区の幹事役になられた方、２年は直ぐ来ますので準備方宜し

く願います。（代表幹事 篠原 修 幹事 渡邊正信）  

 獣医学科第５期卒業生50周年同期会報告 

 獣医学科5期の同期会は40周年までは母校に集い近隣の温泉で

開催するのが恒例となっていた。40周年を過ぎてからは同期生が

居住する地域を会場として毎年開催していた。そして2020年は

箱根か熱海で開催することが決まっていたが、新型コロナウイル

ス感染症の流行が始まり2年間の空白を余儀なくされた。新型コ

ロナウイルス感染症が終息したわけではないが経済活動の停滞か

ら脱却するためにウイズコロナ政策に切り替わりようやく開催の

運びとなった。ただ、コロナ感染者数が増加した場合には開催中

止もあり得ると開催案内には記された。 

 熱海市のホテル・リゾーピア熱海を会場として10月18日から

１泊で開催された。感染防御を考慮して「贅沢宴会シングルユー

スパッケージ」だった。参加したのは同期生13名と同期生の奥様

1名の合計14名で、いつもの半数程度だった。現役入学者で73

歳と結構高齢であり、コロナに感染したら重症化する危険性があ

る世代である。やはりコロナ感染の怖さが参加をためらわせた理

由であろう。私は9月に14期生の卒業40周年の同期会に招待さ

れたが、そのときの参加者は52名であり、きっとコロナ前と変わ

らない集まりようだったと思う。10歳も違うとコロナに対する怖

さがこれほど違うのかと痛感した次第である。 

 会場のホテルはさすが熱海の豪華リゾートホテルとあって、大

浴場は海に面し、穏やかな海の向こうに浮かぶ初島と伊豆大島を

眺めながら、実質的な同期会がスタートした。宴会前には既に亡

くなった９名に黙祷を捧げ在りし日の仲間を偲んだ。懇談の中心

は近況報告で盛り上がった。参加者が少ないため一人一人長めの

近況報告が行われたが、むしろ病気自慢といった方が正しいかも

知れない。病気を克服した嬉しい報告、今でも病気と闘い病気と

向き合う覚悟をする報告など様々であったが、話を聞かなければ

見た目は健康な人たちばかりであった。むしろ欠席者の返信ハガ

キに記された病気のため出席できませんという仲間の健康が気遣

われ、早く健康を回復し次回再会できることが望まれた。 

 あっという間に時間は過ぎ、酪農讃歌の合唱で一次会を終了

し、二次会はカラオケで盛り上がった。通常は相部屋が多かった

ので、二次会後も部屋での宴会が継続し、宴会や二次会が終わっ

ても眠りにつくまでが同期会だった。今回はツインルームだった

が、シングルユースで一人部屋。いびきをかこうが歯ぎしりをし

ようが相手に気兼ねすることがない点では良いが、ちょっと淋し

い気もした。しかし、朝目覚めると大浴場で、そして朝食会場で

同期会が再開した。 

 ホテルロビーで最後の記念撮影を行い、帰路につく者、伊豆観

光に出かける者、MOA美術館見学に向かう者と三々五々の別れを

惜しみつつお互いの健康を祈り、次回長野での再会を誓い帰路に

ついた（文責 加藤清雄）。 

 

酪農学園同窓会 


